
加古川市総合福祉会館 大ホール
〒675-0066 兵庫県加古川市加古川町寺家町 177-12

兵庫県障害福祉課 / 運営：㈱アソシア
令和7年度 兵庫県専門コース別研修（児童分野）お申し込みはこちらから！

令和
7年度

10.17 (金)
時間 09:30 ～ 17:00

参加無料 !

日 程

場 

所

主 

催

・児発管 ・相談支援専門員
・放課後等デイサービス管理者
・児童発達支援の管理者

・児発管 ・相談支援専門員
・放課後等デイサービス管理者
・児童発達支援の管理者 90名90名

※各事業所より 1 名のみ
※10/3 締め切り 先着順

事業種別ごとにそれぞれ定員数を設けています。

問い合わせ先：kushiro@associa-lnd.co.jp 担当：マサノ
　※当日の遅刻や欠席に関するお問い合わせ：080-3793-5294
　　（担当：一般社団法人こころ相談研修センター）

対 象 定 員

児童発達支援 相談支援事業所 放課後等デイサービス



株式会社メディケア・リハビリ
こども療育事業「PARC」PARC あしや・にしのみや・ふくしま所長
令和 7 年度芦屋市自立支援協議会実務者会　会長
大学で児童福祉学を学び、卒業後は保育園に勤務。医療法人にて MSW としても
経験を積んだ後、メディケア・リハビリ社に入社。子どもへの訪問看護に尽力し、
2017 年 6 月にこども療育事業「PARC」を開設。現在は、地域療育促進のため、
行政支援や学校コンサルテーションをメインに行い、地域の学校や幼稚園にて講
演活動・学校訪問指導を行っている。
専門：発達運動学・関節運動学・相談援助・地域療育
資格：保育士・理学療法士・社会福祉士・児童発達支援管理責任者・相談支援専門員

社会福祉法人ゆたか会
相談支援事業所はんど
管理者・北播磨圏域コーディネーター
2005 年から兵庫県委託事業障害者（児）地域療育等支援コーディネーターとし
て相談支援をはじめる。その後、市委託障害者相談支援を経て、基幹相談支援セ
ンターを担当。そのなかでひきこもり・不登校に関する相談も多く受けていたこ
とから市と交渉し、障害の有無に関係なく相談対応ができるよう事業を拡大。現
在は、北播磨圏域コーディネーターとして自立支援協議会のアドバイザーや障害
福祉計画策定委員、相談支援従事者（現任、初任）研修の企画構成員として取り組む。
社会福祉士、精神保健福祉士、主任相談支援専門員

特定非営利活動法人ソーシャルサポートセンターひょうご代表理事
株式会社 Elsias  代表取締役
児童発達・放課後等デイサービス・グループホーム・訪問介護・訪問看護の事業
を運営。グループホームの世話人からはじまり、幼少期からの療育の必要性や医
療看護との連携の大切さを痛感して現在に至る。また自身の結婚、子育てを通し
て女性の働き方を考え見直す機会を機に現在は採用サポートや人材マネジメント
のコンサルティング受託。兵庫県のサビ児管初任者・更新研修や明石市ユニバー
サル活動に参画
児童発達支援管理責任者・社会福祉士・相談支援専門員・介護福祉士

チラシの二次元コード、URL よりお申し込み頂きますようお願い申し上
げます。今回、限られた委託費の中で運営している為、企画・調整など
も全て講師が担っており、事務局や事務員の配置までは出来ない状態で
の運営となっております。よって、講師・運営スタッフも日常的に業務
を行っておりますので、「電話で申し込み出来ないの？」「メールやファッ
クスで申し込み出来ないの？」と言ったご要望に対応することが困難と
なっております。お手数をおかけしますが、ご理解とご協力のほどよろ
しくお願いいたします。なお、資料は兵庫県 HP 上に掲載致します。事前
にダウンロード・ 印刷し、研修当日にご持参ください。詳細につきまし
ては、兵庫県より受講が受理された方にメールにてお知らせいたします。

講師紹介

プログラム お申し込み※昨年度の研修と同じ内容になります

今回は児発管・相談支援専門員・放課後等デイサービス管理者・児童発
達支援の管理者として勤務されている方が対象で、今年度受講予定なら
びに児発管・相談支援専門員・放課後等デイサービス・児童発達支援の
管理者ではない方は対象とはなりません。
施設には駐車場がございません。また、施設付近の駐車場には限りがあ
り有料駐車場は 1 日の最大金額がないため、長時間の駐車は高額になる
場合がございます。なるべく、公共交通期間をご利用されることをお勧
め致します。

諸注意

亀澤康明（かめざわ やすあき） 濱垣 隆之（はまがき たかゆき）

青木悠 ( あおき はるか )

神谷 牧人 ( かみや まきと )

阪神北圏域コーディネーター
2006 年にデンマークに留学しバンクミケルセン記念財団理事長千葉忠雄氏に従
事し、沖縄県内のサービス管理責任者研修の講師など精力的に取り組む。2009
年にアソシアを設立。学会理事や大学非常勤講師、市町の障害福祉計画策定など
幅広く「福祉」に携わる。現在は、阪神北圏域コーディネーターを務める。

一般社団法人こころ相談研修センター　代表理事
「子ども・保護者・関係者が気軽に相談できる心のよりどころに」を理念に、児童
発達支援・放課後等デイサービス・保育所等（学校園）訪問支援・カウンセリング・
研修・発達検査を実施。
教育センター等の教育機関に従事してきた経験から、子どもたちの自死予防策の
一つとして、フリースクールを開所。また、地域で身近な存在になれるよう心理
や福祉を学ぶ大学生、トライヤルの中学生の体験実習先を担う。児童発達支援管
理責任者・臨床心理士・公認心理師・教員免許・相談支援専門員・保育士。

杉下味香 ( すぎした みか )

1. 支援提供における基本視点 
2. 脳と身体の発達 
3. 順序性に応じた支援 
4. 運動支援の具体例 
5. 認知支援の具体例 
6. まとめ

1. 障害児を取り巻く環境
2. 児・者の支援の違い 
3. 児童期支援の基本視点 
4. まとめ

1. 相談支援専門員の基本姿勢
2. 児発管と相談員の役割
3. モニタリングについて
4. まとめ

発達支援における
アプローチ

1. アセスメントとは 
2. 面接について 
3. 観察について 
4. 検査について 
5. 支援計画作成前の課題整理 
6. まとめ

発達支援における
アセスメント

児童支援の
基本姿勢

計画相談の
基本姿勢

01

02

03

04

昼　食

終 了 17:00

開 始 9:30～ ( 受付 9:00～)


